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窪薗 晴夫
本書は数字（数詞）の発音を例に，ことばの仕組みを高校生や小中高校の教師向けに解説
したものである。数字は普通のことばとは違うようにも見えるが，発音された瞬間に「こと
ば」になり，独自の発音やアクセントを持つ。数字はまた，たんに「ことば」であるだけで
はなく，ことばの中でも私たちの日常生活にもっとも身近な存在である。物の数を数えたり，
時間や時刻を伝えたり，お金を数えたりと，私たちは毎日，数字ということばを使っており，
私たちの生活に不可欠なものとなっている。
このように私たちが普段何気なく使っている数字の読み方には，面白い「ことばの法則」
がいくつも隠されている。その法則の中には日本語だけに通用する法則もあれば，英語や他
の言語にも共通に観察される法則もある。またことばの法則と思えたものが，実はことばを
超えた人間社会の法則や自然界の法則であることも珍しくない。本書はそのような法則を章
ごとに解説している。
たとえば第 2章では 4という数字の読み替えを出発点にして，忌みことばの現象を論じて
いる。1から 10まで順に数字を読んだ後で 10から 1まで逆に読んでみると，4と 7の発音
が変わることに気がつく。1から読んだときは「し」「しち」と発音されることが多いのに，
10からカウントダウンするときは「よん」「なな」と読まれる。同様の発音の変化が掛け算
の発音にも見られる。4×7＝28の式を九九で読むと「ししち・にじゅうはち」と発音するが，
式にして丁寧に読むと「よん・かける・ななは，にじゅうはち」となる。これらの現象の中
で 4が「し」という音読みから「よ（ん）」という訓読みに変わるところに忌みことばの原
理が働いている。
4の読み方を支配している「忌みことば」の原理は，ことばを読み替えることによって，
嫌なことや縁起でもないことは避けるという人間の言語に共通した法則である。日本語が
「死」と同音の「4（し）」という読み方を避けるのと同じように，英語でも死（death）に関
係することばは避けられる。たとえばハリー・ポッターの小説の中で，闇の魔法使いヴォル
デモート卿（Lord Voldemort）が Voldemortという名前ではなく，You-Know-Who（例のあの人）
あるいは He-Who-Must-Not-Be-Named（名前を呼んではいけないあの人）という別称で呼ば
れるのも，忌みことばの原理による。死に関することだけでなく，日本語で「便所」を「ト
イレ」や「お手洗い」と言い換えたり，「下痢をする」と言わずに「お腹をこわす」と言っ
たりする背後にも，あるいは英語で toiletを bathroom，rest room，powder roomなどと言い換
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える背後にも同じ原理が働いている。
忌みことばの原理はことばの世界を超えて，私たちの日常生活でも働いている。病院の病
室に 204号室や 304号室などの 4号室がないのは，「し」という縁起の悪い音を持つ数字を
避けようとする力のためであり，キリスト教の世界で「13日の金曜日」を避けようとする
のも同じ理由による。
このように考えると，数字のカウントダウン，掛け算の九九，ヴォルデモート卿の別称，
便所を表すことば，病院の病室と，一見無関係に思えることがすべて一つの糸で結ばれてい
ることがわかる。世の中の現象は，そのような見えない糸でつながっており，その糸の結び
目にあるのが法則や原理である。逆の見方をすると，法則を発見することによって，これま
で無関係だと思われてきた多くの現象が有機的に結びつく。そのような法則，原理を見つけ
だすのが言語研究を含む学問，科学の世界である。
本書では数字の読み方に関して，このような法則・原理がいくつも紹介されている。第 1
章では「ひとつ，ふたつ，みっつ…」に隠されている語形成やアクセントの法則，第 3章で
は「一人，二人，三人…」などの読み方に潜んでいるホップ，ステップ，ジャンプの法則，
第 4章では「じゅうよっか（14日）」という読み方を支配しているミスマッチの原理等々。
これらの章を読むと，数字という身近なことばの中に，意外な法則が眠っていることに気づ
くであろう。
本書にはまたいくつかの独立したコラムが収められている。1日＝24時間というのは古今
東西，時間と空間を超えて正しい等式であるが，実際にことばを使う場面では，この等式が
成り立たない場合もある（コラム 1）。「1日おきに薬を飲む」のと「24時間おきに薬を飲む」
のがどうして同義でないのか考えてみるのも楽しい。
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